
男女共同参画への取り組み

•理事、委員長への女性の登用（女性理事2人/20、委員
長12人/70)、女性理事枠の設置

•総会時に男女共同参画関連のワークショップ、ポス
ター展示の開催

•総会、支部学術集会時の託児所設置支援

•各支部に相談員の設置

•男女共同参画、働き方改革関連のアンケート調査

•共通講習の企画

日本病理学会



若手病理医・研究医の育成、
学生・研修医のリクルート

•若手を各委員会副委員長に任命
•博士課程大学院生の総会参加費を減額
•病理学会カンファレンスの開催
若い世代を"開かれた病理学"に引きつけ、刺激し、育成す
ることを目的

•病理学研究新人賞の選考
•レジナビウェアに学会として参加
病理の研修に関する情報発信、リクルート活動

•各支部においてリクルートのための会（夏の学校など）を開催
•病理医の活動を社会、若者（小、中、高校生）に知ってもらう
ため、パンフレット・動画・漫画の作製、HP・SNSの活用、
イベント（HANSHIN健康メッセ）への参加、市民公開講座の
実施
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